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●2 歳児クラスの子ども達の発達や興味にあう絵本を選び、毎日読み聞かせの時間を

頼んでいます。コロナ禍を経て、少しずつ大人も子どももお互いの豊かな表情を見

合い、面白さや嬉しさを共有できる日常が戻ってきました。絵本『おいらひょっと

こ』（作・ザキャビンカンパニー）を読み、ひょっとこの愉快な表情や仕草が気に

入り、真似っこ遊びや変顔遊びに広がりました。 

●保護者参加の行事で絵本を紹介し、「親子でこんなことできる？」をテーマに変顔

遊び・ふれあい遊びを行い盛り上がりました。 

●ひょっとこに関心を持ち、「祭りでみた」と話す子もいました。製作あそびでひょ

っとこのお面を作り、壁面飾りや行事内の遊びに使用し、家庭に持ち帰った後も親

子で楽しんだと感想を頂きました。 

●絵本から子ども達の遊びが広がり、家庭でも親子一緒に触れ合う機会となりまし

た。読書活動が子どもの心の成長に繋がっていることを感じました。 

  

  指扇保育園 

こんなかお できる？ ～ひょっとこがつなぐ みんなの笑顔～ 

取組内容・工夫したところ・子どもの様子など 
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